
臓器移植に関するアンケート調査 

（Ｈ２６看護系学校集計） 



１ 目 的 
   改正臓器移植法が施行されて５年が経過し、県民の臓器移植に関する意識やその変化を調査する一環として、新たに看護学生を対象とした実態把握 
  を 行い、今後の普及啓発の手がかりとしていくとともに、ご協力をいただいた学校の教育課程に活用していただくことを目的としています。 
 
２ 調 査 
 １）対   象    県内１２校 （在校生 約２，４００人） 
 ２）配   布    １２校 １，８３３人 
 ３）回   収    １２校 １，６１０人 （回収率 ８７．８％） 
 ４）有効回答    １，５７４人 （有効回答率９７．８％） 
 ５）無効回答       ３６人 集計整理上、次の場合を無効回答としました。 
   ア）問６で「意思表示していますか。 １）はい」と回答し、問９で「既に意思表示している」以外を回答した場合。 
   イ）同様に問６で「～ ２）いいえ」と回答し、問９で「既に意思表示している」と回答した場合 
 ６）調査期間  平成２６年８月～平成２７年２月 
 ７）取りまとめ  平成２７年２月、全校集計と各校集計 
 ８）調査集計  問ごとに円グラフで表示するとともに、参考のため全国調査（「Ｈ２５年内閣府調査」または「Ｈ２６年日本臓器移植ネットワーク調査」）との比 
           較を併記しています。 
 
３ 調査結果 
 １）「１ 年齢・性別について」では、平成２５年８月に内閣府が実施した世論調査（以下内閣府調査」という）では、回答者は６０～６９歳と７０歳以上が ４５． 
    ３％と半数を占め、２０歳未満を対象としていないが、本調査では２０歳未満と２０歳代が８３．４％を占めているという回答者の年齢構成に 大きな違い 
          があります。また性別構成についても、内閣府調査では男性４６．１％、女性５３．９となっているのに対し、本調査では男性１３．７％、女性８６．１％と 
          大きく構成が異なっています。 
 ２）「２ 臓器移植法について Ｑ３ 家族同意で提供可能になったことについて」の認知については、内閣府調査では６６．９％であり、本調査では８０．４％ 
     とかなり高くなっています。 
 ３）「３ 脳死について Ｑ４ 脳死を人の死と思うか」としての認識については、協会の一般アンケートでは「思う」が３０．６％、本調査では２６．０％とやや低 
    くなっています。 
 ４）「４ 臓器提供の意思表示について Ｑ６ 意思表示をしているか」については、内閣府調査では、１２．６％、本調査では２０．２％と高く、また「Ｑ７ 意思 
    表示は何にしているか」については、平成２６年３月の日本臓器移植ネットワークの調査（以下「ネットワーク調査」という。）では「意思表示カードが１１． 
    １％と最も多く、本調査では「運転免許証」が１２．０％と最多になっています。 
    さらに、「Ｑ８ 意思表示していない理由」については、内閣府調査では「自分の意思が決まらない」あるいは「後で記入しようと思っていた」が２７．４％ 
   で本調査では５６．８％と大幅に高くなっています。 



 ５）「５ 自身の臓器提供について Ｑ１０～１１ 提供意思について」は、内閣府調査では「脳死の場合４３．１％、心停止の場合４２．２％が意思ありで、本調 
    査で はそれぞれ５９．４％、５５．２％とかなり高くなっています。 
 ６）「６ 家族の臓器提供について Ｑ１２～１３ 承諾（意思の尊重）」については、内閣府調査では「意思表示を残していた場合」は８７．０％、「意思表示を残 
    していなかった場合」は３８．６％で、本調査ではそれぞれ７５．０％、２４．８％と、５の自身の場合とは一転して、かなり低い結果となっています。 
 ７）「７ 臓器提供について家族と話した経験について Ｑ１４ その有無について」は、ネットワーク調査では３１．５％が有りで、本調査では５２．０％と大幅に 
    高い結果 となっています。     
    また、Ｑ１５のその際の家族の意見については、ネットワーク調査では４４．0４％が「理解をしている」で、本調査が４３．６％とほぼ並んでいます。 
 ８）「８ 移植医療について Ｑ１６ 情報を十分に得ているか」については、ネットワーク調査では「そう思わない」、「あまりそう思わない」が８３．５％と圧倒的 
    に高いが、本調査でも６６．５％と非常に高くなっています。 
 ９）全体としては、臓器移植に対する意識や臓器提供の意思についてはかなり高く、自身の臓器提供には積極性が見られますが、家族の提供については 
   必ずしも積極的でなく、別の判断を留保している可能性が推測されます。 



１．年齢・性別について 

40.7% 

42.7% 

13.5% 

2.6% 0.2% 0.3% 

Q1 年齢 

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以降 無記入 

13.7% 

86.1% 

0.2% 

Q２ 性別 

男性 女性 無記入 

平成２５年内閣府世論調査では、６０～６９歳（２３．８％）、７０歳以上（２
１．５％）が約半数を占め、２０～２９歳の者は１３．３％ですが、本調査
では、２０歳未満（４０．７％）、２０歳代（４２．７％）で、３０歳未満の者が
８３．４％を占めており、年齢構成が大きく異なっています。 

平成２５年内閣府世論調査では、男性（４６．１％）、女性（５３．９％）で
すが、本調査では男性（１３．７）、女性（８６．１％）と性別構成が大きく
異なっています。 



２．臓器移植法について ３．脳死について 

26.0% 

30.6% 

18.0% 

24.9% 

0.5% 

Q4 脳死を人の死と思うか 

思う 思わない どちらでもない わからない 無記入 

80.4% 

19.3% 

0.3% 

Q3 家族同意で提供可能になったことについて 

知っている 知らない わからない 無記入 

平成２５年内閣府世論調査では、本人の意思が不明な場合でも「家族
の承諾により臓器提供が可能となったことを知っているか」との問いに、
「知っている」と回答した方は６６．９9％ですが、本調査では８０．４％の
方が「知っている」と回答しています。 

平成２６年度高知県腎バンク協会一般アンケート調査結果では、脳死を
人の死と「思う」と回答した方は３０．６％、「思わない」と回答した方は１
４．３％、「どちらでもない」と回答した方は２４．５％でした。 

本調査では、脳死を人の死と「思う」は２６．０％、「思わない」は３０．
６％、「どちらでもない」は１８．０％と、「思わない」が大きく異なっていま
す。 



４．臓器提供の意思表示について 

20.2% 

79.6% 

0.2% 

Q6 意思表示をしているか 

はい いいえ 無記入 

89.1% 

10.7% 

0.2% 

Q５ 意思表示方法の認知 

１つ以上知っている 知らない 無記入 

平成２５年内閣府世論調査では、臓器を提供についての意思を「医療保険の被保険者証」「運転免許証」「臓器提供意思表示カード」「臓器提供意思登録シ
ステム」を用いた方法、いずれかの方法で記入しているか聞いたところ、「記入している」と答えた方の割合が１２．６％，「記入していない」と答えた方の割合
が８５．１％でした。 
本調査では、臓器提供に関して、 「健康保険証」「運転免許証」「臓器提供意思表示カード」「インターネット登録」「その他」を用いた方法で、臓器提供の意思
表示ができる事を知っていますかとの問いに、「１つ以上知っている」と回答した方は８９．１％、「知らない」と回答した方は10.7％でした。 
臓器提供について意思表示を行っていますかとの問いには、「はい」と回答した方は２０．２％で、「いいえ」と答えた方は７９．６％でした。 



４．臓器提供の意思表示について 

5.8% 

12.0% 

8.4% 

0.5% 

0.5% 

0.2% 

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0%

意思表示カード 

運転免許証 

健康保険証 

インターネット登録 

その他 

無記入 

Q7 意思表示は何にしているか（複数回答） 

N=１５７４ 

28.6% 

59.4% 

41.8% 

2.5% 

2.5% 

0.9% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

意思表示カード 

運転免許証 

健康保険証 

インターネット登録 

その他 

無記入 

Q7 意思表示は何にしているか（複数回答） 

N=３１８ 

平成２６年３月に日本臓器移植ネットワークが行った、臓器提供意思表示に関する意識調査では、調査対象者のうち「運転免許証」に記載していると回答し
た方が９．１％、「健康保険証」が９．３％、「意思表示カード」が１１．１％、「インターネット登録」が２．２％でした。 
本調査では、意思表示している方３１８人のうち 「運転免許証」に記載していると回答した方は５９．４％、「健康保険証」４１．８％、「意思表示カード」２８．

６％、「インターネット登録」２．５％となっていますが、有効回答者全体１，５７４人に占める割合でみると、それぞれ１２．０％、８．４％、５．８％、０．５％となり
ます。 



４．臓器提供の意思表示について 

42.6% 14.2% 

1.5% 

10.9% 

7.2% 

5.8% 

25.1% 

5.2% 

1.9% 

0.8% 

0.0% 5.0%10.0%15.0%20.0%25.0%30.0%35.0%40.0%45.0%

自分の意思がきまらない 

あとで記入しようと思っていた 

記入しないままごこかに置き忘れていた 

臓器移植に抵抗がある 

家族が反対する 

記入するのがめんどう 

特にない 

わからない 

その他 

無記入 

Q8 意思表示をしていない理由（複数回答）N=１

２５３ 

20.2% 

40.2% 

7.8% 

30.9% 

0.9% 

Q9 意思表示に関してどのように考えているか 

すでに意思表示をしている 意思表示をしてみたい 

意思表示をしてみたいとは思わない わからない 

無記入 

平成２５年内閣府世論調査では、臓器の提供に関して意思を「記入して
いない」と答えた方に記入しない理由を聞いたところ、「自分の意思が決
まらないから」あるいは「後で記入しようと思っていたから」を挙げた方の
割合が２７．４％と最も高く、以下「臓器提供や臓器移植に抵抗感があ
るから」１７．６％、「臓器提供には関心がないから」１５．７％などの順で
した。 

本調査では、「自分の意思が決まらないから」と回答した方が４２．６％
「特にない」２５．１％、「あとで記入しようと思っていた」１４．２％となって
います。 

平成２６年３月に日本臓器移植ネットワークが行った臓器提供意思表示
に関する意識調査では、「臓器提供意思表示についてお知らせくださ
い」の質問に対して、「既に意思表示をしている」１３．４％、「意思表示を
してみたい」２６．８％、「意思表示をしたいとは思わない」２３．９％、「わ
からない」３６．１％でした。 

本調査では、「既に意思表示をしている」２０．２％、「意思表示をしてみ
たい」４０．２％、「意思表示をしたいとは思わない」７．８％、「わからな
い」３０．９％でした。 
 



５．自身の臓器提供について 

33.2% 

26.2% 
10.7% 

10.8% 

7.0% 

12.1% 

Q10 脳死と判定された場合、自身の提供につい

て 

提供したい どちらかといえば提供したい 

どちらでもない どちらかといえば提供したくない 

提供したくない わからない 

無記入 

30.4% 

24.8% 

10.0% 

10.8% 

11.1% 

12.7% 

0.2% 

Q11 心臓が停止した後、自身の提供について 

提供したい どちらかといえば提供したい 

どちらでもない どちらかといえば提供したくない 

提供したくない わからない 

無記入 

平成２５年内閣府世論調査では、仮に、自分が脳死と判定された場合、心臓や肝臓
などの臓器提供をしたいと思うか聞いたところ「提供したい」とする方の割合が４３．
１％（「提供したい」22.7％＋「どちらかといえば提供したい」20.4％）、「どちらともいえ

ない」が３０．６％、「提供したくない」が２３．８％（「どちらかといえば提供したくない」
8.2％＋「提供したくない」15.5％）となっています。 
本調査では、「提供したい」とする者の割合が５９．４％（「提供したい」33.2％＋「どち
らかといえば提供したい」26.2％）、「どちらでもない」が１０．７％、「提供したくない」が
１７．８％（「どちらかといえば提供したくない」10.8％＋「提供したくない」7.0％）となっ
ています。 
 

平成２５年内閣府世論調査では、仮に、自分の心臓が停止し、死亡と判断された際
に、腎臓や眼球などの臓器提供をしたいと思うか聞いたところ、「提供したい」とする
方の割合が４２．２％（「提供したい」22.0％＋「どちらかといえば提供したい」20.2％）、

「どちらともいえない」が２８．６％、「提供したくない」が２６．０％（「どちらかといえば提
供したくない」8.2％＋「提供したくない」17.8％）となっています。 

本調査では、仮に、自分の心臓が停止し、死亡と判断された際に、腎臓や眼球などの
臓器提供をしたいと思うか聞いたところ、「提供したい」とする者の割合が５５．２％
（「提供したい」30.4％＋「どちらかといえば提供したい」24.8％）、「どちらでもない」が１

０．０％、「提供したくない」とする者の割合が２１．９％（「どちらかといえば提供したく
ない」10.8％＋「提供したくない」11.1％）となっています。 



６．家族の臓器提供について 

41.0% 

34.0% 

5.4% 

1.6% 17.7% 

0.3% 

Q１２ 家族が提供の意思を残していた場合、意

思を尊重するか 

尊重する たぶん尊重する 

おそらく尊重しない 尊重しない 

その時になってみないとわからない 無記入 

7.5% 

17.3% 

30.1% 
20.6% 

24.0% 

0.5% 

Q13  家族が提供の意思を残していなかった場

合、提供の承諾をするか 

承諾する たぶん承諾する 

たぶん承諾する承諾しない 承諾しない 

わからない 無記入 

平成２５年内閣府世論調査では、仮に，家族の誰かが脳死と判定され、本人が脳死での
臓器提供の意思を書面によって表示をしていた場合、その意思を尊重するか聞いたとこ
ろ、「尊重する」とする者の割合が８７．０％（「尊重する」60.1％＋「たぶん尊重する」
26.9％）、「尊重しない」が７．７％（「たぶん尊重しない」3.2％＋「尊重しない」4.5％）となっ
ています。 

本調査では、仮に家族の誰かが脳死と判定されたり、心臓が停止し死亡と診断されたとき
に、本人が臓器提供の意思を書面によって表示をしていた場合、その意思を尊重するか
聞いたところ、「尊重する」とする者の割合が７５．０％（「尊重する」41.0％＋「たぶん尊重
する」34.0％）「尊重しない」とする者の割合が７．０％（「たぶん尊重しない」5.4％＋「尊重
しない」1.6％）となっています。 
 

平成２５年内閣府世論調査では、仮に、家族の誰かが脳死と判定され、本人が脳死での
臓器提供について何も意思表示をしていなかった場合、臓器提供を承諾するか聞いたと
ころ、「承諾する」とする者の割合が３８．６％（「承諾する」12.4％＋「たぶん承諾する」
26.2％）、「承諾しない」が４９．５％（「たぶん承諾しない」26.1％＋「承諾しない」23.4％）、
「わからない」が１１．９％となっています。 

本調査では、仮に家族の誰かが脳死と判定されたり、心臓が停止し死亡と診断された時
に臓器提供について何も意思を表示していなかった場合、臓器提供を承諾するか聞いた
ところ、 「承諾する」とする方の割合が２４．８％（「承諾する」7.5％＋「たぶん承諾する」
17.3％）、「承諾しない」５０．７％（「たぶん承諾しない」30.1％＋「承諾しない」20.6％）、「わ
からない」が２４．０％となっています。 
 



７．臓器提供について家族と話した経験について 

52.0% 
47.1% 

0.9% 

Q14 臓器の提供について家族と話したことがあ

るか 

ある ない 無記入 

43.6% 

31.3% 

24.1% 

1.0% 

Q15 臓器提供について、家族の意見 N=３５７ 

理解している 反対 わからない 無記入 

平成２６年３月に日本臓器移植ネットワークが行った、臓器提供意思表
示に関する意識調査では、「臓器提供について、家族と話しをしたこと
がありますか」との質問に対して、「ある」と回答した方が３１．５5％、「な
い」が６８．５％でした。 

本調査では、「ある」と回答した方が５２．０％、「ない」が４７．１％でし
た。 
 
 

平成２６年３月に日本臓器移植ネットワークが行った、臓器提供意思表
示に関する意識調査では、臓器提供に家族と話しをしたことがあると回
答した方のうち、「臓器提供について家族で話しをした際に、家族はど
のような意見でしたか」との質問に対して、「理解している」４４．４％、
「反対」２１．９％、「わからない」３３．７％という回答結果でした。 
本調査では、 「理解している」４３．６％、「反対」３１．３％、「わからない」
２４．１％でした。 



８．移植医療について 
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臓器移植の安全性 

臓器移植に要する費用 

提供を行ったドナー及び家族の気持ち 

臓器移植を受けた方の体験談 

臓器移植の実施状況 

移植患者の選ばれ方などの移植の流れ 

政府などが行っている臓器移植に対す… 

臓器移植についての相談窓口 

臓器の提供、移植ができる施設の情報 

臓器提供の意思の表示方法 

臓器移植のあっせん機関、学会やボラン… 

特にない 

わからない 

その他 

無記入 

Q17 移植医療に関して欲しい情報 

4.7% 

27.6% 

53.2% 

13.3% 

1.2% 

Q16 移植医療に関する情報を十分得ていると思

いますか 

そう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない 

そう思う思わない 無記入 

平成２６年３月に日本臓器移植ネットワークが行った、臓器提供意思表
示に関する意識調査では、「臓器移植医療に関する情報を十分得てい
ると思いますか」の質問に対して、「そう思う」３．３％、「どちらかというと
そう思う」１３．２％、「あまりそう思わない」５３．８％、「そう思わない」２
９．７％という回答結果でした。 
本調査では、 「そう思う」４．７％、「どちらかというとそう思う」２７．６％、
「あまりそう思わない」５３．２％、「そう思わない」１３．３％でした。 

平成２５年内閣府世論調査では、臓器移植に関してどのような情報がほしいか聞いた
ところ、「臓器移植の安全性など移植医療の情報」を挙げた者の割合が３６．４％と最
も高く、以下「臓器移植に要する費用などの情報」３２．６％、「臓器提供を行ったドナー
及びその家族の気持ちなどの情報」３１．３％、「臓器移植を受けた方の体験などにつ
いての情報」３０．０％、「臓器移植の実施状況」２８．２％などの順となっています。 
本調査では、「提供を行ったドナー及び家族の気持ち」が４６．８％と最も高く、以下 

「臓器移植の安全性など移植医療の情報」４６．６％、「臓器移植に要する費用などの
情報」４０．３％、「臓器移植の実施状況」３９．９％、「臓器移植を受けた方の体験など
の情報」、「移植患者の選ばれ方などの臓器移植の流れ」３７．７％の順となっていま
す。 



自由記載欄 
◆意思表示している物・人 

  ・家族に伝えている  3人 

  ・人に言ってある 

  ・遺書 

◆意思表示していない理由 

  ・家族と話あえていないから ２人 

  ・記入する物をもっていない 

  ・まだ若いと思うから 

  ・自分の臓器で他人が生きていくのが嫌だから 

  ・どこでしたらいいか分からない 

  ・まだ未成年だから 

  ・迷っている 

  ・登録方法をしらない 

  ・両親の養護から離れたときに記入する 

  ・自立したらしようと思う 

  ・輸血歴があるから 

  ・残る家族の気持ちが心配 

 

 

 

   

◆移植医療について欲しい情報 

  ・ラザロ兆候について 

  ・脳死者にも麻酔をして臓器を摘出する理由 

  ・目を提供したら、その後の遺体は義眼になるのか 

  ・提供を行う側・移植を受ける側はどのようなことをするのか 

  ・提供する家族について 

  ・生体移植などのドナーの危険性 

  ・臓器移植後の患者の状態 

 

◆その他 

  ・脳死は人の死でない事を伝えるべき 

  ・手術中に脳死と判定されていた人が動いたと言う情報を聞いた。 

  ・脳死と判定された時に意識があり、回復した後もそのことを記憶して   

   いたという人がいたが、その人たちの話の内容を聞きたい。 

  ・もっと国をあげて取り組むべきだと思う 

 

   


